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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第44期
第１四半期
連結累計期間

第45期
第１四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 21,822,959 22,763,708 89,979,069

経常利益 （千円） 2,398,421 2,752,851 11,145,453

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 1,543,859 1,695,437 7,937,496

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,611,135 1,754,817 8,248,115

純資産額 （千円） 36,175,389 37,232,499 37,854,120

総資産額 （千円） 61,289,358 63,106,921 66,377,219

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 52.63 59.60 274.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.92 59.00 57.02

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　特記すべき事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（３ヶ月間：平成29年４月１日～平成29年６月30日）においては、当社の主要顧客で

ある大手製造業各社で、景況に左右されることなく次代を見据えた技術開発投資を持続されていることから、堅調

な受注環境の下、稼働人員数は順調に増加しました。

その結果、連結売上高は、前期に子会社のアポロ技研売却により約４億円の減収影響があったものの、前年同期

比９億40百万円(4.3％)増収の227億63百万円となりました。連結売上原価は、今年４月の新卒入社数521名(MT：

308名、MF：213名)のエンジニア社員数の増員による労務費の増加等を主因に前年同期比５億15百万円(3.2％)増加

の168億１百万円、連結販売費及び一般管理費は、前年同期比69百万円(2.2％)増加の32億８百万円となりました。

連結営業利益は、前年同期比３億56百万円(14.9％)増益の27億53百万円、連結経常利益は、前年同期比３億54百万

円(14.8％)増益の27億52百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比１億51百万円(9.8％)増益の16億95百万円となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、従来の「派遣事業」の名称を「エンジニアリングソリューション事業」

に、「紹介事業」の名称を「エンジニア紹介事業」に変更しています。

①　エンジニアリングソリューション事業

連結売上高の９割超を占めるエンジニアリングソリューション事業、特に中核事業のエンジニア派遣事業に

おいては、稼働人員数の増加を主因に、売上高は、前年同期比13億66百万円(6.5％)増収の224億15百万円、営業

利益は前年同期比３億87百万円(17.1％)増益の26億47百万円となりました。

当社単体の稼働率（全体）は95.2％(前年同期93.9％)となり、前年同期比で増加しました。

なお、稼働時間については大手企業のワークライフバランスの取り組み等により時間外労働が減少し、

8.66h/day（前年同期8.77h/day）と低下しました。

②　エンジニア紹介事業

エンジニア紹介事業は、エンジニアに特化した職業紹介事業を行っています。

エンジニア紹介事業の売上高は、前年同期比63百万円(14.5％)減収の３億75百万円、営業利益は前年同期比

58百万円(35.7％)減益の１億５百万円となりました。

株式会社メイテックネクストは紹介決定数の減少により、減収減益となりました。

（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　当第１四半期連結会計期間末（平成29年６月30日）の資産合計は、前連結会計年度末（平成29年３月31日）比で

32億70百万円減少し、631億６百万円となりました。これは、現金及び預金の減少に伴い流動資産が前連結会計年

度末比で31億99百万円減少となった事などが主因です。

　なお、現金及び預金の減少は、賞与支給や未払法人税等の納付、前連結会計年度の期末配当支払などが主因で

す。

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比で26億48百万円減少し、258億74百万円となり

ました。これは、流動負債が前連結会計年度末比で27億90百万円減少した事が主因です。

　なお、流動負債の減少は、賞与支給に伴う賞与引当金の減少などが主因です。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末比で６億21百万円減少し、372億32百万円とな

りました。これは、当期の経営成績の結果による親会社株主に帰属する四半期純利益の獲得に、配当金の支払の影

響が相殺された事などが主因です。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 142,854,400

計 142,854,400

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,000,000 30,000,000
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数　100株

計 30,000,000 30,000,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年４月１日

～平成29年６月30日
－ 30,000,000 － 5,000,000 － 1,250,000

 

(6)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 1,552,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　28,373,900 283,739 －

単元未満株式 普通株式　　　　73,400 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 普通株式　　30,000,000 － －

総株主の議決権 － 283,739 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,400株が含まれてお

ります。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれてお

ります。

２　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社メイテック
名古屋市西区康生通二丁目

20番地１
1,552,700 ー 1,552,700 5.18

計 － 1,552,700 ー 1,552,700 5.18

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）

当第１四半期連結会計期間

（平成29年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 37,259,635 34,494,725

受取手形及び売掛金 13,400,482 13,371,925

仕掛品 175,411 366,122

その他 3,907,168 3,310,529

流動資産合計 54,742,698 51,543,303

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,842,626 3,805,119

その他（純額） 1,710,179 1,714,539

有形固定資産合計 5,552,805 5,519,659

無形固定資産   

その他 1,126,010 1,127,178

無形固定資産合計 1,126,010 1,127,178

投資その他の資産   

その他 4,982,003 4,944,779

貸倒引当金 △26,297 △27,998

投資その他の資産合計 4,955,705 4,916,780

固定資産合計 11,634,521 11,563,618

資産合計 66,377,219 63,106,921

負債の部   

流動負債   

未払法人税等 2,335,880 932,966

役員賞与引当金 206,410 44,566

賞与引当金 6,608,299 3,195,040

関係会社整理損失引当金 34,078 8,030

その他 5,477,841 7,691,145

流動負債合計 14,662,511 11,871,748

固定負債   

退職給付に係る負債 13,860,588 14,002,672

固定負債合計 13,860,588 14,002,672

負債合計 28,523,099 25,874,421

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 11,955,724 11,955,724

利益剰余金 28,236,076 27,556,150

自己株式 △5,220,876 △5,221,951

株主資本合計 39,970,924 39,289,923

その他の包括利益累計額   

土地再評価差額金 △662,440 △662,440

為替換算調整勘定 9,315 3,721

退職給付に係る調整累計額 △1,466,541 △1,398,703

その他の包括利益累計額合計 △2,119,667 △2,057,423

非支配株主持分 2,863 －

純資産合計 37,854,120 37,232,499

負債純資産合計 66,377,219 63,106,921
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 21,822,959 22,763,708

売上原価 16,286,267 16,801,716

売上総利益 5,536,691 5,961,992

販売費及び一般管理費 3,139,306 3,208,499

営業利益 2,397,385 2,753,492

営業外収益   

受取利息 738 391

受取賃貸料 997 996

その他 2,056 1,760

営業外収益合計 3,792 3,148

営業外費用   

コミットメントフィー 752 683

支払手数料 1,888 －

貸倒引当金繰入額 － 2,631

その他 115 474

営業外費用合計 2,756 3,789

経常利益 2,398,421 2,752,851

特別損失   

固定資産除却損 2,865 255

投資有価証券評価損 － 10,059

その他 92 1

特別損失合計 2,957 10,317

税金等調整前四半期純利益 2,395,463 2,742,534

法人税等 851,503 1,055,068

四半期純利益 1,543,960 1,687,465

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
100 △7,971

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,543,859 1,695,437

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 1,543,960 1,687,465

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △2,729 △486

退職給付に係る調整額 69,904 67,837

その他の包括利益合計 67,174 67,351

四半期包括利益 1,611,135 1,754,817

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,611,034 1,757,681

非支配株主に係る四半期包括利益 100 △2,863
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 115,612千円 123,450千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 2,378,428 81.00 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動

資本金及び資本剰余金の変動

当社は、平成28年６月23日開催の定時株主総会において、資本金及び資本準備金の額の減少を決議し、

当第１四半期連結累計期間において次のとおり振替えております。

①資本金の変動

資本金の減少額              11,825,881千円

②資本剰余金の変動

資本準備金の減少額           2,960,000千円

その他資本剰余金の増加額    14,785,881千円

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　　配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日

定時株主総会
普通株式 2,375,362 83.50 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

エンジニアリング
ソリューション事

業

エンジニア
紹介事業

その他
（注）

売上高     

外部顧客への売上高 21,049,277 393,230 380,450 21,822,959

セグメント間の内部売上高又は振替高 67 45,907 3,430 49,404

計 21,049,344 439,137 383,880 21,872,363

セグメント利益又は損失(△) 2,260,550 164,251 △27,417 2,397,385

（注）　「その他」の区分は、アポロ技研が営んでいた旧エンジニアリングソリューション事業です。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,397,385

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 2,397,385

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

エンジニアリング
ソリューション事業

エンジニア
紹介事業

売上高    

外部顧客への売上高 22,415,597 348,110 22,763,708

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 27,272 27,272

計 22,415,597 375,383 22,790,981

セグメント利益 2,647,890 105,601 2,753,492
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,753,492

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 2,753,492

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　　当社は平成28年12月26日付で旧「エンジニアリングソリューション事業」を担っていたアポロ技研の全

株式を譲渡し、連結の範囲から除外しました。

　　また、当第１四半期連結会計期間より、従来の「派遣事業」の名称を「エンジニアリングソリューショ

ン事業」に、「紹介事業」の名称を「エンジニア紹介事業」に変更しています。その結果、前第１四半期

連結累計期間の旧「エンジニアリングソリューション事業」を「その他」に名称変更しております。

　　なお、報告セグメントの名称変更によりセグメント情報に与える影響はありません。

　前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの名称で表示しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 52円63銭 59円60銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,543,859 1,695,437

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
1,543,859 1,695,437

普通株式の期中平均株式数（千株） 29,335 28,447

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月９日

株式会社メイテック

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 広　　瀬　　　　　勉　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森　　田　　浩　　之　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メイ

テックの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メイテック及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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